
教育心理研究部門 

     「社会性と感情教育」研究部会（第 38 回） 

 

日時：2018 年 9月 10 日（月）11：30～15：00 

場所：野間教育研究所 2階閲覧スペース 

出席：渡辺弥生・飯田順子・小林朋子・大森美香・藤枝静暁 各兼任研究員 

金沢千秋・泉水里香・鈴藤益弘 

欠席：吉久知延所長 

 

内容：（１）小林朋子氏より、1.論文紹介と、2.現在取り組んでいる実践活動について 

        1. 大江美佐里「Posttraumatic anger―理論的背景と臨床的意義―」（2014 年、 

      「トラウマティック・ストレス」12、53－60） 

        2. 早期発見・早期対応・いじめ予防の積極的な推進 

           10月から実施予定の SST・レジリエンス授業案 

 

（２）大森美香氏より、紀要担当部分（第 2章）の草案について紹介 

       ◆ 第 2章 感情のもつ社会的機能とその応用 

       はじめに       

       第 1節 感情とは？ 

         （1）心理学における感情研究の展開 

                   (2）感情の生理的社会的機能 

            第 2節 感情能力 

                   (1）知能から感情能力へ 

                   (2）感情知能の役割（実証研究の知見を紹介する） 

            第 3節  感情能力と教育 

                   (1) 学校教育と感情能力（主として海外の取り組みをとりあげる） 

                   (2) 感情能力を高める取り組みにむけて 

           （学校教育外の文脈で感情能力を高めるプログラム、成功例があれば 

            その文脈についての考察） 

 

 

                    

・次回の研究会は、10月 22日（月）11：30～。 

      

                          


